
第 4号様式（要項第６条関係） 

 

２０２２年度 第１回 藤沢市立明治小学校 学校運営協議会会議録 

 

開催日時 2022 年 5月 27 日（金）10 時から 

場  所 明治小学校 南棟２階ふじの子教室 

 

出
席
委
員 

 

猪野 恭子（会長・明治地区三者連携） 

青木 茂道（明治小おはようボランティア・青少年育成協力会） 

秋田 典子（明治地区 主任児童委員） 

新井 悦子（明治地区 民生委員） 

五十嵐 康弘（明治小学校保護者・杉の子山クラブ） 

内田 優子（本の読み聞かせボランティア「どんぐり文庫」） 

窪田 園子（明治地区郷土づくり推進協議会 子ども子育て部会） 

黒川 康弘（社会福祉法人いきいき福祉会・明治地区地域ささえあいセンター「かるがも」管理） 

越  美紀（藤沢の子どもたちのためにつながる会副代表） 

立石 泰子（明治地区 民生委員） 

鳥生 文子（明治市民センター長） 

木村 紀子（明治保育園 園長） 

小林 美奈子（副会長・明治小学校 校長） 

＞以上１３名出席 

（事務局） 

鹿児嶋 英克（明治小学校 教頭） 

 

次
第 

 

１．開会 

２．委嘱状等の交付 

３．自己紹介 

４．会長ならびに副会長の選出 

５．議題 

（１）学校運営協議会制度の説明 

（２）令和４年度学校概要について 

（３）令和４年度学校運営方針について 

（４）その他 

６．その他 

７．閉会 

閉会後校舎内視察 

 



協
議
内
容 

 

５．議題より 

 

（１）学校運営協議会制度の説明 

 

窪田委員 

・資料掲載の図表について、見やすくするように改善の提案。 

 

 

（２）学校概要について 

 

黒川委員 

・人材不足に関して、調理員は資格が必要か。（事務局：資格は不要です） 

越委員 

・学校の人材不足について、必ずしも希望通りとはいかないかもしれないが、引き続き広く呼

びかけてほしい。 

 

 

（３）学校経営方針について 

 

窪田委員 

・アプローチプログラムとはどのようなものか。 

木村委員 

・保育園では小学校に入学するまでに育ってほしい 10 の姿を指針としてあげ、生きていく力

を育む保育として取り組んでいる。例えば強調して遊べる力、自分で伝えられる力など、発

達段階に合わせて目指す姿を設定している。 

青木委員 

・方針についてよく分かりました。落ちているごみを拾っている様子を見かける。そこに方針

の原点を見るような気がします。 

立石委員 

・学校評議委員会の時は人数が少なかったが、運営協議会となって多くの方が集まり、自分に

とっても学べることが増えたと思います。 

越委員 

・小学校から中学校へは、義務教育間からか古くから連携があった。今はコロナ渦で減ってし

まったが。小学生が中学校の授業を受ける体験や、中 3の生徒が小 6 の児童に中学校生活に

ついて説明してくれる機会もあった。 

猪野会長 

・幼から小、小から中と、つながりを大切にしていきたい。この運営協議会としても、何か役

割を果たせると良いなと感じている。 

 



 

（４）その他 

 

青木委員 

・学校運営協議会としてスタートした訳だが、どんな取組をしていくべきか迷っている。 

小林副会長 

・先行事例は資料で紹介されているが、明治地区に合った明治小らしい取組ができたら良いと

思う。 

 

 

協議後、今後の会議日程の確認をして閉会。 

 

閉会後、校内を巡回し、授業の様子等を参観。 

 

 

 

 

 


